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　はじめに

　ギス属 Pterothrissusは長らく東アジアに固有の

ギス P. gissu Hilgendorf, 1877と大西洋東部に分布

する Nemossis belloci (Cadenat, 1937)の 2種を含む

とされてきたが，上神経骨を有する（N. belloci

では上神経骨を欠く）ことなどの特徴により，2

属に区分された（Hidaka et al., 2016）．ギスは北

海道から九州南岸にかけての日本沿岸に広く分布

するが，琉球列島沿岸における記録は沖縄舟状海

盆から得られたものを報告したもののみに限られ

る（町田，1984；藍澤・土居内，2013; Hidaka et 

al., 2016）．2017年 3月 22日，奄美大島における

魚類相調査において，2個体のギスが採集された．

これらの標本は奄美大島近海における本種の標本

に基づく初めての記録となるため，ここに報告す

る．

　材料と方法

計数・計測方法は Hidaka et al. (2016)にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測はノ

ギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．ギスの生

鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された奄美大

島産の 1標本（KAUM–I. 200584）のカラー写真

に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた

標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されている．なお，ギス属は藍澤・土居内

（2013）にしたがい，ギス科 Pterothrissidaeに帰属

するものとした．

　結果と考察

Pterothrissus gissu Hilgendorf, 1877

ギス　（Fig. 1; Table 1）

標 本　KAUM–I. 200584， 体 長 367.0 mm，

KAUM–I. 200585，体長 344.0 mm，鹿児島県奄美

大島近海，2017年 3月 22日，釣り（鹿児島市中

央卸売市場魚類市場で購入），岩坪洸樹・山口　実．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は前後方向に長い円筒形．

体背縁は吻端から背鰭起部にかけて緩やかに盛り

上がり，そこから背鰭基底後端にかけて極めて緩

やかに下降する．尾柄部体背縁は僅かに凹む．体

腹縁は吻端から臀鰭起部にかけては直線状を呈

し，体軸とほぼ平行．臀鰭基底部の体腹縁は僅か

に上昇し，尾柄部体腹縁は僅かに凹む．胸鰭基底

上端は鰓蓋後端よりも僅かに下方に位置する．胸

鰭後端は腹鰭起部に達しない．背鰭起部は胸鰭後

端よりも前方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端より

も前方にそれぞれ位置する．臀鰭起部は背鰭基底

後端よりも前方に位置する．尾鰭は二叉形を呈し，

両葉後端は丸みを帯びる．体は剥がれやすい円鱗

に被われるが，頭部は無鱗．各鰭は被鱗しないが，

尾鰭両葉の中心部は細かい鱗に被われる．鼻孔は

2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁

前方に位置する．前鼻孔および後鼻孔はともに前

後方向に細長い楕円形．眼は前後方向に長い楕円
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Fig. 1. Fresh specimen of Pterothrissus gissu from Amami-oshima island in the Ryukyu Islands, Japan (KAUM–I. 200584, 367.0 mm SL).

Table 1. Counts and measurements of Amami-oshima specimens of Pterothrissus gissu.
KAUM–I. 200584 KAUM–I. 200585

Standard length (SL; mm) 367.0 344.0
Counts
  Dorsal-fin rays 58 59
  Anal-fin rays 12 13
  Pectoral-fin rays 17 16
  Pelvic-fin rays 10 10
  Pored lateral-line scales 108 109
  Branchiostegal rays 6 6
  Gill rakers 4 + 11 4 + 10
Measurements (% SL)
  Head length 24.7 25.2
  Body depth 15.2 16.5
  Body width at pectoral-fin base 8.9 10.8
  Snout length 8.5 8.2
  Upper-jaw length 7.0 7.0
  Mandibular length 6.5 6.9
  Mouth width 5.4 5.6
  Maxillary depth 2.5 2.5
  Bony interorbital width 4.3 4.4
  Interorbital width with membrane 8.1 9.3
  Orbit diameter 7.0 7.1
  Suborbital width 4.0 3.8
  Postorbital length 10.3 10.2
  Longest dorsal-fin ray length 10.7 11.4
  Last dorsal-fin ray length 4.5 3.7
  Longest anal-fin ray length 8.1 7.5
  Last anal-fin ray length 3.6 3.7
  Longest pectoral-fin ray length 14.1 14.4
  Longest pelvic-fin ray length 9.2 8.9
  Pre-dorsal-fin length 32.9 33.8
  Pre-anal-fin length 80.1 79.8
  Pre-anus length 77.4 78.2
  Pre-pelvic-fin length 52.5 52.2 
  Dorsal-fin base length 51.5 51.3
  Anal-fin base length 7.3 7.3
  Caudal-peduncle length 12.2 10.5
  Caudal-peduncle depth 4.7 5.2
  Upper caudal-fin lobe length 19.4 21.9
  Lower caudal-fin lobe length 19.1 21.0
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形を呈し，瞳孔は正円形に近い．口は下位で，吻

端は突出する．上顎の後端は眼窩先端直下に達し

ない．両顎には数列の細かい円錐歯が密生する．

側線は完全で，鰓蓋上方から始まり，体側中央部

を尾柄部にかけて体背縁とほぼ平行にはいる．

色彩　生鮮時の色彩―体側鱗は一様に銀白色

を呈する．体側鱗の脱落した部位は体側上部にお

いて黄緑がかった黄土色を呈し，体側下部から体

腹面にかけては白色．頭部は一様に茶褐色を呈し，

腹面は白色．背鰭，胸鰭，腹鰭，および臀鰭は白

色半透明．背鰭前部の縁辺部は黒色．尾鰭は鶯色

を呈し，後縁は黒色．瞳孔は青みがかった黒色を

呈し，虹彩は銀色．

分布　ロシア・カムチャツカ半島沿岸から台

湾にかけての東アジア沿岸からのみ知られる（藍

澤・土居内，2013; Shunbin et al., 2014; Chen and 

Zhang, 2015; Hidaka et al., 2016）．日本国内におい

ては北海道釧路から九州南岸にかけての太平洋

岸，九州・パラオ海嶺，瀬戸内海，北海道礼文島

から島根県隠岐諸島にかけての日本海沿岸，およ

び東シナ海における分布が知られており（藍澤・

土居内，2013；田園，2013; Hidaka et al., 2016），

本研究により，奄美大島近海における分布も確認

された．

備考　奄美大島産の標本は，背鰭軟条数が

58–59であること，有孔側線鱗数が 108–109であ

ること，頭長が体長の 24.7–25.2%であること，

胸鰭最長軟条長が体長の 14.1–14.4%であること，

背鰭前長が体長の 32.9–33.8%であること，背鰭

基底長は頭長よりもはるかに大きく，体長の

51.3–51.5%であること，眼後長が体長の 10.2–

10.3%であること，尾鰭上葉長が体長の 19.4–

21.9%であること，および臀鰭起部が背鰭基底後

端よりも前方に位置することが藍澤・土居内

（2013）や Hidaka et al. (2016)の報告した P. gissu

の標徴とよく一致したため，本種と同定された．

また，奄美大島産標本の計数・計測値は藍澤・土

居内（2013）や Hidaka et al. (2016)によって示さ

れた P. gissuの値とよく一致した．

Pterothrissus gissuは東京市場に水揚げされた 1

個体に基づきHilgendorf (1877)によって記載され，

同時に日本語でギスと称されることが報告され

た．また，Günther (1877)は江ノ島沖（本文中で

は off Inoshimaとなっている）から得られた個体

に基づき Bathythrissa dorsalisを記載した．現在 B. 

dorsalisはP. gissuの新参異名とされている（Hidaka 

et al., 2016）．その後，ギスは北海道礼文島（田園，

2013），新潟県（本間，2013），富山湾（魚津水族

博物館，1997），若狭湾（Takegawa and Morino, 

1970），兵庫県三方町新温泉町浜坂（鈴木ほか，

2000），福島県沖（Shinohara et al., 1996），千葉県

洲ノ崎沖（石川，2010），相模湾（柴田，1979；

山 田，1990）， 駿 河 湾（Shinohara and Matsuura, 

1997），三重県尾鷲市沖（鈴木・片岡，1997），和

歌山県白浜（池田・中坊，2015），高知県御畳瀬（佐

藤，1997），および九州・パラオ海嶺（爲家，

1982）などから報告されている．

鹿児島県内における本種の記録は，小沢（1983）

が枕崎沖から得られたものを報告したものや，福

井ほか（2015）が黒島近海から得られた 2個体

（KAUM–I. 55546， 体 長 291.7 mm, KAUM–I. 

55769，体長 373.0 mm）を報告したものなどがあ

る．ギスは東シナ海において長崎県五島列島から

石垣島北部に至る大陸棚縁辺にかけて広く分布す

ることが知られるが（山田ほか，2007），琉球列

島近海における本種の記録は少なく，町田（1984）

と Hidaka et al. (2016)が沖縄舟状海盆の水深 530 

mから得られた 1個体（BSKU 33263，体長 395 

mm）を報告したものに限られる．奄美大島にお

ける本種の記録はなく，記載標本は奄美大島近海

における本種の初めての記録となる．
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